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エボラ出血熱患者の搬入とその診療

• 西アフリカ地域を出処とするエボラ出血熱ウィルス
に感染した患者は，本邦においても国際線空路を
中心として入国する可能性がある．

• 本感染症に感染した患者は死亡率が高く，感染力
の強さから，治療を担当した医療関係者に対して
も感染事例が報告されている．

• 感染症患者の診療は，隔離された状態で診療を
おこなうが，検体検査や画像診断などでは検体や
容器，機材が隔離領域とその他の領域を往復す
るため，機材を密閉して使用してもウィルスに汚染
する場合がある．



感染症患者に対する放射線撮影の特徴

• 今日の一般的な放射線撮影の方法
Computed Radiography (CR)
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感染症患者に対する放射線撮影の特徴

• ワイヤレス機能を用いた放射線撮影の方法
Flat Panel Detector (FPD)
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ワイヤレス機能を用いた
放射線撮影の有用性
• 撮影用カセットがFlat Panel Detector(FPD)となり，
ワイヤレス機能を持つため、隔離領域と非隔離領
域を機材が交通しないことにより，二次感染の可
能性が無くなる．

• 防水機能に優れるFPDが開発されたため，感染症
患者に使用した場合にも消毒が可能である．
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• 成田国際空港，羽田国際空港，関西国際空港な
ど主たる国際空港に隣接し，感染症に対応する施
設にFPDシステムを配備願いたい．


